
2017年12月期 (第21期)決算
2018年度 (第22期)事業戦略説明会

サイボウズ株式会社
代表取締役社長 青野慶久



事業内容 「グループウェア」 の開発・販売・運用 / メソッド事業
創 業 1997年8月

所 在 地 東京都中央区日本橋2-7-1 東京日本橋タワー

拠 点 東京, 大阪, 松山, 名古屋, 福岡, 仙台, 札幌, 上海, 深�
台湾, ホーチミン, サンフランシスコ, シドニー(合弁)など

資 本 金 613百万円

従 業 員 数 連結 734名(派遣社員143名含む) ※2017年12月末
平均年齢 34.6歳

会社概要

サイボウズ株式会社（東証一部上場 4776）



・理想への共感
・多様な個性を重視
・公明正大
・自立と議論の文化

優れたグループウェアと
チームワーク強化メソッドの
開発と普及

チームワークあふれる
「 社会 」を創る

チームワークあふれる
「 会社 」を創る

サイボウズの企業理念

会社概要



チームワーク向上

グループウェアとは

グループウェアで情報共有

スケジュール

商談

メール
センサー(IoT)

会議室予約

タスク

ファイル掲示板 位置情報
顧客 社員情報

採用

契約

受発注日報

効果・効率・満足・学習を高めて
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主力製品の導入社数

57,000社

4,600社

8,000社

6,500社

（2018年1月時点）



2017年12月期 決算



連 結
業 績 予 想
【 百 万 円 】

2016年12月期
(実績)

2017年12月期
(期初予想)

売 上 高 8,039 8,900
営 業 利 益 515 333
経 常 利 益 587 339
当 期 純 利 益 305 152
E P S 6.67円 3.31
1 株 当 た り
配 当 金 8.83円 9.00円

業績予想（2017年12月期）



連結PL
【単位：百万円】

2016年
12月期

2017年
12月期

売 上 高 8,039 9,502
売 上 原 価 496 641
人 件 費 2,891 3,384
広 告 費 1,523 1,674
そ の 他 2,612 3,000
営 業 利 益 515 802
経 常 利 益 587 821
当 期 純 利 益 305 414
E P S 6.67円 9.03円

前年比＋1,462百万
(+18.2%)

2017年12月期業績

人員強化のため
人件費に積極投資

クラウド関連サービス
の売上が5,649百万
(前年比+39.5％)
全体の59％超え



連結BS
【単位：百万円】

2016年
12月期

2017年
12月期 前期比

資 産 6,352 6,556 ＋203
-現預金 2,347 1,850 ▲497

負 債 3,179 3,353 ＋173
純 資 産 3,173 3,202 +29
-自己株式 ▲1,799 ▲1,799 －

自 己 資 本
比 率 50.0% 48.9% ▲1.1%

B P S 69.1円 69.8円 +0.7円

財務状況



2017-2018年 事業報告



今期連結売上100億円突破へ

昨対比139.5％
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2017年12月期 クラウド関連売上



グループウェア事業



2019年4月15日
サービス終了

無料版グループウェア

2018年2月20日より以下データをCSV形式にて出力可能
ユーザー名簿・イベント・掲示板・ToDoリスト



中小企業向けグループウェア



２期連続 最高売上を更新
グループウェアの普及はさらに加速

97 98 99 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 ��

参照：サイボウズOffice 年別売上げ（1997-2017年）



安心で使いやすい国産グループウェアとして評価

60代～80代の方が利用している企業

知り合いの勧めで導入したユーザー

約67%

約36%

Officeが自社初のグループウェア 約56%

（注２）参照元：2017年12月11日-25日サイボウズOfficeユーザー利用状況アンケート
（注１）参照元：21期(2017年1月1日-12月31日)サイボウズOfficeユーザーアンケート

（注１）

（注１）

（注２）



大規模・中堅企業向けグループウェア



発売から16年目、堅調にクラウド契約増加
クラウド版 Garoon ユーザーの約4割がkintoneを併用中

参照元：2012-2017年別 Garoon延べ導入社数（オンプレ/クラウド合算）



REST API
5月より順次搭載

連携サービスを
さらに充実

グループウェア
基本機能強化



一部コントラスト比などが
アクセシビリティ達成基準WCAG 2.0を満たしている

2018年2月より提供開始



旧デザイン 新デザイン

利用するすべての人が年齢や身体的制約、利用環境などに関係なく
自由にWebにアクセスできること、コンテンツや機能を制限なく
利用できる状態（＝アクセシビリティ）の向上を続けてまいります

画面領域の拡大

アイコンの改善



Webhook

JavaScript

REST API

2017.4�

2018.5�



ビジネスアプリ作成プラットフォーム





例えばこんなシステムを3分で

ノンプログラミングで完成



働き方を変えるツールは
現場で生み出されている

80%が
業務部門
による導入

1日あたり

1,352個
システムが
生まれる

kintoneは

2018年2月時点



登壇企業 のべ59社 総動員数 のべ3,187人

kintoneユーザーのためのリアルイベント

（2018年2月時点）



2017年12月期
売上 昨対1.5倍
導入社数 昨対1.7倍

2012� 2013� 2014� 2015� 2016� 2017�
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8,000社

5,500社



チームの働き方を変える人を輝かせる



kintoneを活用した業務の効率化や改善のスキルを証明
専門分野やスキルレベルによって4段階6種類に分かれている

kintone 認定資格制度（2018年1月～）



2018年目標受験者数：1,100名
（2018年2月時点 55名）

2018年目標合格者数：300名
（2018年2月時点 35名）



kintoneビジネス成長中

※2017年12月期時点 / SIビジネス規模はkintone-Garoon連携案件を含む

エコシステムはさらに強化

プラグイン
連携サービス

300以上

公式パートナー

303社
SIビジネス規模

150%昨対比



かんたんメール共有ツール



※年別売上（オンプレ・クラウド合算）

全体売上約70%がクラウドに
メール共有の文化を拡げていく



2014年（日本国内で２番目）から実施

脆弱性報奨金制度
外部より脆弱性の報告を受け付け、自社製品の堅牢性を向上

2017年は、
・報奨金5倍キャンペーン
・バグハンター合宿 など
多様な取り組みを実施

※2017年通常支払い金額は2018年2月末暫定



サイボウズ製品導入社数 75,000社以上
世界中のチームをもっと応援したい



2018年4月より
チーム応援ライセンス 提供決定
対象：特定条件を満たす任意団体,NPO法人
価格：1サービス年間9,900円(300ユーザー)

サイボウズは多様なチームを応援してまいります

※詳細は18年3月中旬以降順次発表予定
対象：全クラウド製品



メソッド事業 およびその他事業



新事業を担う社内横断組織を立ち上げ
2017年11月



日本のチームワーク向上に貢献するため、グループウェアに加えて
新たに自社の取り組みをノウハウとして提供する事業を展開

チームワークあふれる
「社会」を創る

チームワークあふれる
「会社」を創る

サイボウズの企業理念



2018年４月～
多様なテーマでセミナーや研修メニューを提供開始予定

・評価制度
・リモートワーク
・議論を生む場のつくりかた
・問題解決メソッド
・管理職向けコミュニケーションメソッド など



地域クラウド交流会
延べ参加者10,000人超
全国約40市町村で計76回開催
現在34名のオーガナイザー活躍中

昨対比2.5倍

地元の起業家を支援する

2018年2月時点



株主総会＋シンポジウムを開催（2018.3.30）

定時株主総会を同日開催



海外事業



アメリカ
中国

オーストラリア

東南アジア

中国の顧客

840社
USの顧客
130社

グローバル展開を加速

東南アジアの顧客

200社
※2017年12月時点



日本US

USで展開する「kintone.com」の開発基盤を
日本国内の基盤「cybozu.com」との切り離しを決定

グローバル展開をより一層加速させていく

US事業拡大に向けたリブランディング

※2017年9月15日 プレスリリースにて発表済



サイボウズの働き方
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20周年企画（2017年）



20周年企画（2017年）



2012年より副業を許可



西日本開発部

台湾オフィス

福岡営業所

地域で働ける環境づくり
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社員数と離職率（～21期）

離職率約3.8%
2017年12月末



業績予想（今期）

連結
業績予想
【百万円】

2017年12月期
(実績)

2018年12月期
(予想)

売 上 高 9,502 10,800～
11,300

営 業 利 益 802 400～700
経 常 利 益 821 400～700
当期純利益 414 100～400
E P S 9.03円 2.18～8.72円
1 株 当 た り
配 当 金 9.00円 9.00円

売上100億円
突破見込み

状況に応じて柔軟
に投資を増減して
いく方針
適宜情報を開示

配当による還元を
維持しつつクラウ
ド関連事業への積
極投資を確保する
ため、9.00円に
(2017年と同水準)



時間と場所にこだわらない
100人100通りの働き方を目指します

2018年は脱・東京一極集中

横浜ハブ拠点に
むけた検討（未定）

東京日本橋オフィス

大阪拠点を２倍に
増床予定（18年）

大阪拠点を２倍に
増床予定（18年）
広島・福岡など
開発拠点検討予定
（2020年までに）



チームワークあふれる社会をつくる


